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    特定非営利活動団体 

  沖縄県脊髄損傷者協会 

広 告 (ち は る 歯

第１回沖縄県脊髄損傷者協会通常総会報告 

去った５月１１日、県総合福祉センター

西棟２階小規模団体室にて沖縄県脊髄損傷

者協会の第１回通常総会を開催しました。

今年、平成２５年度からは「特定非営利活

動法人 沖縄県脊髄損傷者協会」として活

動することになり、ＮＰＯ法人としての初

めての総会とあって、準備段階からかなり

戸惑っていいました。おまけに「身体障が

い者用自動車改造装置整備・点検」事業も

同日から始まることもあり、かなりのプ

レッシャーを感じていましたが多くの会員

及びボランティアの協力もあり、総会も定

刻通りに開会することが出来ました。 

総会は神里和彦副理事長の司会進行で、

理事長挨拶、資格審査発表、議長の選出、

議事録署名人指名などを経て、１号議案

「平成２４年度沖脊連活動報告（案）、２

号議案「平成２４年度沖脊連決算報告

（案）」、３号議案「平成２４年度沖脊連

監査報告」は一括審議され原案通り承認さ

れました。 
４号議案「特定非営利活動法人 沖縄県

脊髄損傷者協会 平成２５年度活動方針／

事業計画（案）」、５号議案特定非営利活

動法人 沖縄県脊髄損傷者協会 平成２５

年度活動予算（案）」についても一括審議

され、パーキングパーミット制度の適正な

制度化に向けてしっかりと取り組んで欲し

いとの要望意見も出され、原案通り承認さ

れた。 

最後の６号議案では、前川敦・大新垣昌

志の両理事に代わり伊波秀輝・下地隆之の

両氏が新しく理事に加わることが提案さ

れ、承認されて、総会は無事終えることが

できました。 
総会を開催するにあたり総会に出席でき

ない会員が委任状ハガキを返信してくれる

か心配していたのですが、多くの会員が委



(2）平成25年5月30日発行(毎月20・25・30日発行）ＯＤＡ通巻768号 平成7年5月10日第3種郵便物認可 

任状を返信してくれたお陰で定款２７条の

規定をクリアすることが出来ました。ご協

力に感謝申し上げます。 

              事務局 枝川 

iPS細胞による再生医療講演会 

5月25日 (土)、沖縄コンベンションセン

ター会議等にて「iPS細胞による再生医療

講演会」を開きました。 

この日のためにドクターをはじめとした

医療従事者の皆さんに直接訪問したりして

案内と連携協力依頼をしてきました。 

いままではリハビリ系のドクターが主な

連携先でしたが、今回は再生医療の分野の

ドクター等にコンタクト調整してきまし

た。そんな中で見えてきたことですが、沖

縄県においても再生医療に積極的に取り組

んでいる病院やドクターがいたことです。 

また、再生医療の分野もiPSだけではな

く、様々な細胞再生研究があったことです

（基本的知識が無いことに反省していま

す）。しかし、全国に比較すると環境は

整っていないのが現況で、ここ沖縄でも離

島県のハンディが見え隠れしています。 

当事者又は患者と言われる私たちはまだ

まだ先の話と受け流していて、足元の沖縄

での再生医療に着目していなかったことも

大きく反省します。そんな中、当日のコン

ベンションセンター会議棟は満席で関心の

高さにびっくりでしたが、無事終了しまし

た。 

特に車椅子や難病の方々も多く、当事

者・患者に再生医療が身近になってきたと

いう実感をもちました。 

また、沖縄総合事務局、琉球大学医学

部、沖縄科学技術大学院大学、豊見城中央

病院再生医療センターといった、今後の沖

縄における再生医療を担う機関及び方々が

はじめて集い、連携・協働の機運づくりに

なったことが、想定以上にうれしい動きと

なりました。 

最近イベントに追われていたこともあ

り、ホッとしています。と同時に新たな使

命感も背負った感もあり。コツコツとジ

ワッと仕掛けていきます！ 

進行していただいた、難病支援センター

アンビシャスの照喜名さん、ありがとうご

ざいました。感謝です。   

              理事長 仲根 
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身体障害者用自動車改造装置整

備点検 

去る５月１１日（土）、１２日（日）自

動車改造装置メーカーの「株式会社ニッシ

ン自動車工業」とニッシン自動車工業沖縄

の全面的な協力をお願いし県内身障者ドラ

イバー及びリフト付き車両を所有している

個人、団体に呼びかけ改造装置並びにリフ

トの点検整備を行いました。 

二日間の点検で車両40台を点検、初対面

の方も多く、新たな出会いに感謝です。今

回の活動は、ニッシン自動車工業の社会貢

献、アフターケアキャンペーンとして、亀

田会長夫妻をはじめスタッフ6名（内、亀

田会長ともう1名が車いすスタッフ）が来

沖し、点検活動をしていただきました。車

いすスタッフの一人花城さんは、うちなー

んちゅで20年前にニッシンに入社。今では

管理職として、日本の障がい者用自動車に

関する開発に従事し貢献しています。 

亀田ご夫妻は、障がい者ダイビングのパ

イオニアで、沖縄の海をこよなく愛してい

ただいていて、ダイビング機会も多いよう

です。 

今回もこのキャンペーンをとおし多くの

出会いがありました。ありがとうございま

した。  大城 

◆照屋俊幸弁護士事務所の皆様にバックアップしていただけます。 

 私たち脊髄損傷者の多くが何らかの事故等で障がいを持つ場合があり、その際に発

生する後遺障害等の損害賠償問題は切実で、悩ましく、殆どが法律的問題に直面し、

また、相談を必要としますが、“弁護士”となると敷居が高い感があり気軽に相談し

にくいというのが現状でした。 

“権利擁護”のバックアップとしての弁護士さんとの連携が深まることは重要なこと

と思います。最近、私たちを支えていただく方々との連携ネット

ワークが広がっているように感じます。“打てば響く”“持ちつ

持たれつ”そんなつながりを大切にしたいものです。 

〒900-0023 沖縄県那覇市楚辺1-5-17 プロフェスビル那覇302 
電話番号：834-9338、受付時間：9:00～18:00、FAX：834-9350 
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バリアフリーチェック第2弾 

ノンステップバス路線に乗車してきまし

た。那覇バス11番 ↔安岡宇栄原線の若松 石嶺

の往復です。行きが大変でした。9:03に乗車

したのですが、車いす固定のためのベルト止

めに手こずって、何と12分も要してしまい、

他の乗客の皆さんに迷惑？をかけました。

困った視線がつきささる感がしました (勝手に

思っているかも)。ついつい"すみません"と乗

客に言ってしまいました。また、運行中に固

定したベルトが緩くなり不安定。終点の石嶺

営業所には9:55着で予想外に長時間でした。

対応していただいた、川平運転手さんコメン

ト"学習した車いすの形状が違い過ぎるので、

利用者から学ぶ機会をもたないといけない

〜な "帰りは事前に電話で申し出て、乗車方法

についてアドバイス。車止め活用して固定し

ました。運転手さんも"バス協会に直接意見し

て欲しい"とのことでした。着が16:48で行き

と帰りで時間差・・・・何よりも嬉しかった

ことは、帰りのバス停までの坂道 (150m) で四

苦八苦していたら、家族連れの車から、小学

生の男の子が降りてきて、押してくれまし

た。川上たいき君？石嶺小5年生の思いやりを

いただきました。ありがとうございました！ 
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前向きは体幹マヒの者
に と っ ては 不安 定 で
す。横向のワンタッチ
固定の器具活用が必要
と思います。 

後の椅子格納がフォト
見た目ワンタッチに見
えますが違います。車
止め活用が全てではな
いが小型の車止を4個整
備しておいて欲しい。 

川平運転手さん。唐突
な乗車にも親切にして
いただきました。基礎
的な接遇スキルがある
と気持ちいいですね。 

帰りのこの道が辛い！ 
今の自分は自信ない。
トホホ 
（報告：仲根） 


